
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年の新春を迎え謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

会員の皆様におかれましても、新年を迎えられ益々ご清祥のこととお慶び

申し上げます。 

 ２０２０年は、新型コロナウイルスが地球的規模で猛威を振るい、我が

国においては、中小・零細企業はもとより大企業を含め多くの企業活動が

収縮し、実質 GDP のマイナス幅は、リーマン・ショック後の２００９年を

上回り過去最大の落ち込みとなりました。また、三密回避による在宅勤務

の増加や東京オリンピックを始めとした各種イベントの延期や廃止、緊急

事態宣言による営業時間の短縮等が、人々の行動様式に大きな変化を与えました。特に、経済が縮小する

なかでも「巣ごもり需要」という新たな消費行動や生活様式も生まれ、経済活動のみならず我々の生活に

も変化をもたらす過去に経験したことのない激動の１年となりました。このような状況下、地域商工業者

の支援機関として商工会の果たす役割は益々重要性を増し、この難局に対する商工会の支援の在り方が、

組織の存在意義をも左右する重要なフェーズの到来であることを全職員が認識し、持続化給付金を始めと

した各種助成金や補助金並びにコロナマル経を始めとした各種金融相談等に、会員・非会員を問わずコロ

ナ禍により疲弊した多くの事業者に寄り添い、きめ細かな経営支援を行ってまいりました。 

新しい年を迎えてもコロナ禍終息の兆しは見えず、地域を取り巻く経済環境も未だ厳しい状況にありま

すが、福山北商工会では昨年に引き続き行政並びに関係団体と連携し、会員の皆様方の経営発達に最優先

で取り組み地域商工業の発展に帰する所存であります。 

最後になりますが、本年も当商工会事業に対し一層のご支援ご

協力を賜りますと共に、皆様方におかれましては素晴らしい一年

でありますよう心よりご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂

きます。 
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 コロナ禍収束の見通しが立たない中ではありますが、

今年も会員同士の親睦と交流の場として、福山北商工会

「第１２回会長杯ゴルフ大会」が 11月１日（日）新市ク

ラシックゴルフクラブにおいて開催されました。 

当大会世話人として、長年大会運営にご協力ください

ました井上良雄氏（井上工業㈲）から岡田浩一氏（㈲三

光建設）に大会運営が引き継がれ、本年度から岡田実行

委員長の下、実行委員と会員の皆様のお声掛けにより 24

組 91名の参加者を得ることができました。 

 コンペはダブルペリア方式で行われ、三甲野元員氏（三

甲野石油㈱：OUT43）が見事優勝されました。 

また、準優勝には荒川雅和氏（当会事務局長：OUT45）が、ベスグロ賞には谷口一郎氏

（谷口工業㈱：OUT40）・藤井直久氏（中野運輸㈲：IN39）が受賞されました。 

今回はコロナ禍での開催のため、午前中の 9 ホールのみの順位決定且つ懇親会無しで

したが、来年は例年通り盛大に開催できることを期待したいと思います。 

最後に、合併当初から会長杯ゴルフ大会に世話人として格別なるご支援ご協力を賜り、 

大会運営にご尽力くださいました井上様には、甲斐顧問をはじめ二畠会長並びに職員 

一同心より感謝と御礼を申し上げます。 

 

 

工業部会事業として、１１月２６日（火）福山生涯学習プラザ

にて開催された広島県商工会連合会主催の令和２年度広域講習会

へ５名が参加しました。今回の講習会は、受講者数を５０名限定

とし感染防止に配慮した講演会となりました。～衰退産業だから

こそ、チャンスがある！～老舗酒蔵４代目が考える『幸福度倍増

の低成長戦略』とは をテーマに平和酒造㈱代表取締役社長 山本 

典正 氏が講演されました。京都大学卒業後、人材系ベンチャー企

業へ就職、後に実家の和歌山県の酒蔵に入社。市場が５０年間で

４分の１に縮小した日本酒業界において、和歌山県紀州特産の梅

を使った梅酒「リキュール鶴梅」やクラフトビール「平和クラフ

ト」を開発。全国の主要都市に特約店をコンビニやスーパーでは

なく酒屋１店舗とし、酒屋との関係性を構築することで価格を下

げることなく自社のペースで持続的な成長を図ってきた等、山本

氏の経営戦略を受講者の皆さんは熱心に拝聴されていました。 
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   商工会では、専門家支援窓口として中小企業診断士・社会保険労務士の 

支援窓口相談を今年度は毎月行っています。お電話でご予約ください。 

 

 

●中小企業診断士● 

１月１５日(本所) ２月  ５日(支所) ３月  ５日(支所) 

１月２２日(支所)  ２月１２日(本所) ３月１２日(本所) 

１月２９日(本所)  ２月１９日(支所) ３月１９日(支所) 

         ２月２６日(本所) ３月２６日(本所) 

 

22 日(支所) 

●社会保険労務士● 

１月１４日(支所) ２月  ２日(本所) ３月  ２日(本所) 

１月１９日(本所)  ２月  ９日(支所) ３月１１日(支所) 

１月２８日(支所)  ２月１８日(本所) ３月１６日(本所) 

         ２月２５日(支所) ３月２５日(支所) 

＊専門家支援窓口ご案内＊ 



 

 

 

 昨年に引き続き、今年度も伴走型小規模事業者支援推進事業として、販路開拓・需要開拓を支援目的に

管内小規模事業者の皆様へ合同販売促進チラシ『ほく部長だより』の掲載募集を行ない、３０事業者の合

同チラシを作成しました。今回はより多くの方へご覧いただけるよう配布地域を拡大し、１１月２０日に

地域情報誌ぷれすしーどへ、１２月２日に朝刊へ折込みました。コロナ禍収束の見通しが立たない中では

ありますが、ぜひご覧いただき掲載事業者のお店をご利用ください。 
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 １０月３０日(金)に卒業式及び新入部員の紹介と功労者表彰を行いま

した。例年、春の通常総会時に行っていた卒業式ですが、今年度は新型

コロナウイルス感染症に伴い開催を延期していました。 

今回、総務研修委員会により青年部員の出席を ZOOM で行う事で実

現、卒業式には部長他役員と卒業生８名の内、宮原 伸明さん・小畑 寛

幸さん・吉岡 久彰さん・嶋山 光博さんの４名及び新入部員７名の内、

５名が出席、新型コロナウイルス感染防止対策やソーシャルディスタン

スに配慮した式典となりました。 

式典では、佐藤 寿芳副部長の開会の辞に続き、大田 茂樹部長の挨拶、

卒業生の紹介と新入部員の紹介の後、功労者表彰では関谷将利直前部長に表彰状と記念品を授与。卒業生

には感謝状及び記念品が授与されました。卒業生からも記念品としてワンタッチテントが青年部へ贈られ

ました。卒業生の挨拶に続き、サプライズとして二畠 直敏会長からお祝いメッセージのＶＴＲも披露さ

れました。初の ZOOM 開催ということもあり皆さんの印象に残る卒業式となりました。 

 

 

 １０月３日(土)に、福山市加茂町広瀬の福山グランドゴルフ場にて広島県商工会

女性部連合会レクレーショングランドゴルフ大会が開催されました。新型コロナ

ウイルス感染症の感染予防対策として、事前のチェック表・入り口での検温・消

毒等を行い広島県内の女性部員・事務局総勢９４名が参加。初心者の方も経験者

の方もソーシャルディスタンスに気を付けながら楽しく競技されていました。 

当会女性部からは、小川 邦子さんが参加され見事３位に入賞、県女連の作田会長

より記念品を授与されました。 

 １１月１２日(木)には、備南地域協議会女性部の主張発表大会が初の試みとして

ZOOM で開催されました。神石高原商工会の女性部員 木野山 恵子さんが「女性

部活動と地域振興まちづくり～四葉のクローバーに込めた願いと絆～と題して発表されました。各単会へ

の ZOOM 配信ということで事務所のソーシャルディスタンスに配慮し部長と事務局のみの参加となりま

した。現在、県内での感染症発症もあり事業が出来ておりませんが、活動出来る状況となりましたら楽し

い事業を計画しご案内致します。その際にはぜひ部員の皆様のご参加を宜しくお願い申し上げます。 

 

（期間：令和２年９月２９日～令和２年１２月２日） 

事 業 所 名 代 表 者 名 住  所 業  種 

ＭＬＴ 光 成 賢 治 井原市西江原 金属加工業  

㈱明成工業 水 野 雄 貴 神辺町道上 製造業  

学研近田わくわく教室 小坂家麻理子 駅家町近田 学習塾  

トータルエクステリア Arata 龍 田 佳 之 駅家町倉光 外溝工事業  

北山カリー工房 中 川  理 加茂町北山 飲食業  
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今年も年末調整を行う時期となりました。「年末調整」は給料や賞与等の支払の際に源泉徴収をした税

額と、その年（１～１２月）の給与の総額について納めなければならない税額（年税額）とを比較して、

その過不足を精算する手続きです。令和２年分年末調整の提出期限や必要書類、令和２年分の所得税から

適用される公的年金等控除について抜粋してお知らせ致します。 

なお、改定・変更の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和２年分からの改定】 

１.給与所得控除に関する改正 

 給与所得控除額が次の表のとおり改正されまし 

た。令和２年分の年末調整の際には「令和２年 

分の年末調整等のための給与所得控除後の給与 

等の金額の表」を使用してください。 

（国税庁【年末調整のしかた】84 ページ参照） 

 

２.基礎控除及び所得金額調整控除に関する改正 

 （１）基礎控除額が次の表のとおり改正され、 

合計所得金額が 2,500 万円を超える所得者に 

ついては、基礎控除の適用を受けることがで 

きないこととされました。 

 （２）子ども・特別障がい者等を有する者等の所得金額年末調整控除の創設。 

 （３）「給与所得者の基礎控除申告書」及び「所得金額調整控除申告書」の創設。 

 （４）源泉徴収簿の様式変更。        （2～4 の詳細は国税庁【年末調整のしかた】をご覧ください） 

３.各種所得控除等を受けるための扶養親族等の合計所得金額要件等の改正 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 

 

【提出期限】 

■源泉所得税の納付期限 

 ＊納期の特例の承認を受けていない場合 

  令和３年１月１２日（火） 

 ＊納期の特例の承認を受けている場合 

  令和３年１月２０日（水） 

■税務署・各市町村へ給与支払報告書の提出期限 

  令和３年２月 １日（月） 

【必要書類】 

■個人番号カード（個人番号通知カード） 

■国民健康保険料額 

■国民年金基金が発行した証明書類 

■生命保険・損害保険料控除証明書 

■小規模企業共済等掛金の証明書類 

■住宅借入金等特別控除申告書 

■前職がある場合は前職の源泉徴収票 

■税務署から送られてきた書類 

■年間の賃金台帳        など 

 

(注)１、配偶者特別控除の算定の基礎となる配偶者の合計所得金額の区分についても、それぞれ 10万円引き上げられています。 

２、上記のほか家内労働者等の事業所得等の所得金額の特例について必要経費に算入する金額の最低保障額が55万円（改正前65万円）に引き下げられています。 

同一生計配偶者、扶養親族、源泉控除象 

配偶者、配偶者特別控除の対象となる配

偶者及び勤労学生の合計所得金額要件が

それぞれ１０万円引き上げられ、次の表

のとおり改正されました。 

 

国税庁 

年末調整のしかた⇒ 

国税庁 所得税 

改正のあらまし⇒ 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年分から適用される公的年金等控除について 
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４.ひとり親控除及び寡婦(寡夫)控除に関する改正 

 （１）未婚のひとり親に対する税制上の措置 

所得者がひとり親である場合には、ひとり親控除 

として、その人のその年分の総所得金額、退職所

得金額又は山林所得金額から 35万円を控除するこ

ととされました。 

 （２）寡婦(寡夫)控除の見直し 

 （３）令和２年分の年末調整の際の申告 

（詳細は国税庁ホームページをご覧ください。） 

65 歳未満 65 歳以上 

大企業は令和２年４月１日から（中企業は令和３年４月１日か

ら）パートタイム・有期雇用労働法が施行されています。 

正社員と非正規雇用労働者(短時間労働者・有期雇用労働者)の間

の不合理な待遇等の解消、いわゆる「同一労働同一賃金」が求め

られます。正社員とのあらゆる待遇について不合理な差を設ける

ことが禁止されています。正社員との待遇の違いやその理由など

について説明を求められた場合は、説明をしなければなりませ

ん。右の表に沿って自社の状況が法に沿ったものか、社内の制度

の点検を行いましょう。広島労働局又は広島働き方改革推進支援

センター（電話 0120-610-494） 

にてご相談出来ます。 

 

広島県働き方改革推進 

センターのホームページ⇒ 
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加入・請求・掛金の増減額の手続きなど  

お問い合わせは福山北商工会まで！ 

本所：☎９７６－３１１１ 支所：☎９７２－３００８ 



 

 

 

「統計ふくやま」は、福山市が人口、産業、教育、文化など各分野にわたる基本的な統計資料を独自に、

年 1 回収集し市勢の現況と推移を明らかにしたもので、基本構想に定める将来都市像「にぎわい しあわ

せ あふれる躍動都市～ばらのまち福山～」の実現を目指し、各方面の企画立案、学術研究への活用を促

しているものです。福山北商工会では、当地域の人口及び世帯数、町別、産業別事業所数及び従業者数を

調査し管内の経済動向として公表しています。 

＊町別の世帯数及び人口総数                      （令和２年 10月末現在） 

 駅家町 加茂町 山野町 

世帯数（世帯） 12,787  5,034 324 

人口総数（人） 30,728 11,607 583 

 

＊産業別従業員・事業所数                       （平成 28年６月１日現在） 

 従業員数（人） 事業所数（所） 

駅家町 加茂町 山野町 駅家町 加茂町 山野町 

農林漁業 18  72  0  1  3  0  

鉱業・採石業・砂利採取業 0  0  0  0  0  0  

建設業 801  356  27  102  49  6  

製造業 3,000  554  96  207  52  8  

電気・ガス・熱供給・水道業 0  0  8  0  0  1  

情報通信業 35  0  0  3  0  0  

運輸業・郵便業 379  149  0  19  10  0  

卸売業・小売業 1,744  433  30  230  47  3  

金融業・保険業 118  8  5  15  3  1  

不動産業・物品賃貸業 154  20  1  45  8  1  

学術研究専門・技術サービス業 159  21  1  26  7  1  

宿泊業・飲食サービス業 706  25  0  61  11  0  

生活関連サービス業・娯楽業 284  55  2  90  25  2  

教育・学習支援業 126  32  0  33  8  0  

医療・福祉 1,915  489  2  91  31   1  

複合サービス事業 80  22  3  8  4  1  

サービス業（他に分類されないもの） 248  57  17  52  21  7  
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＊事務局＊ 

本 所           支 所 

【事 務 局 長】荒川 雅和 【経営指導員】黒田 大樹 

【経営指導員】大谷 逸人 【補 助 員】三島絵里子 

南 夕佳里 

【補  助  員】佐藤 文音 

【記帳指導職員】西 まり子・川元 恵子 

持続化給付金・家賃支援給付金の 

申請期限は令和３年１月１５日まで 

持続化給付金や家賃支援給付金の 

対象事業者の方や給付対象条件や

申請書類について等、お問合せ・ 

ご相談はお早めに！ 


